
 

 

 

 

   

    

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

った岩場などに生えている。春先に新芽が立ち上が

り、盛夏を経て、秋には枯れる。その一連の様子を追

うと、結構楽しめる。新芽は鱗片に覆われていて、や

はりゼンマイ状である。そのような姿はシダに共通し

た特徴で、そのゼンマイ状がその後どのようにほどけ

ていくのかが面白い。くるくると巻かれている塊がほ

どけ始めると、まるで踊っているような雰囲気だ。そ

して、すっかり広がってしまうと、緑色の個体、やや

赤みを帯びている個体などがあって、とても華やかで

ある。風に揺れる姿には風情がある。 

日本のシダ植物について多くの論文を書かれてい

る中池敏之先生がまとめられた「シダ植物の方言小辞

典（2003）」には、クジャクシダの方言名として５３

個が収められている。青森県のものはヨメノカンジャ

シとして取り上げられている。ただ、どの地域のもの

かはわからない。カンジャシはきっと女性の方々が髪

に刺す、装飾品のことだろう。クジャクシダを髪に刺

す、それだけでも華やかであり、得心する。字面から

は同類の意味と判断される方言名は１５個を数えた。 

 

(2) 令和７年３月３１日                 梵珠だより                       第１３１号 (1) 令和７年３月３１日                 梵珠だより                     第１３１号  

● クジャクシダ                   齋藤 信夫（青森自然誌研究会） 

葉を広げる途中の踊っているようなクジャクシダ 

（2021 年 4 月 28 日） 

● 新春梵珠山登山① 

           1 月 12 日（日） 

 名前を付けるのは大変な作業である。人の場合は子

供に対する親の深い願いが込められている。 

 植物の名前では特徴をうまくとらえていると感心す

ることもあるが、ヘクソカズラやママコノシリヌグイ

のように、はなはだ失礼な名前だと立腹、あるいは戸惑

うような名前もある。 

そのような、あまり平常心ではいられないような名

前をもらった植物に比べると、クジャクシダは優雅で

ある。このシダは、冬には枯れてしまう夏緑性シダの代

表ともいえるが、その名前を耳にしただけで、私たちは

すぐさま、華やかな「孔雀」を連想してしまう。そして、

そのシダのどこが孔雀なのかを考えてみたくなるが、

その割に、説明を見聞きすると、すぐに納得してしま

う。いわく、葉全体の形が、雌孔雀の気を惹こうとする

雄孔雀が、羽を大きく広げた時の円形に立ち上がった

羽の束と似ているのだという。そういわれると、クジャ

クシダの葉柄を横にして、葉面を鉛直方向に立てると、

孔雀が羽を広げた時の雰囲気に類似する。 

ところで、クジャクシダは湿った山地の林の下や湿

発行／青森県立自然ふれあいセンター  〒038－1301 青森県青森市浪岡大字大釈迦字沢内沢 1-1 TEL 0172-62-4527  

URL http://www.bonjyu-furesen.info/ メールアドレス bonjyu@jomon.ne.jp                        FAX 0172-62-8510 

● 少年自然探検隊（冬）in 梵珠山 

            ２月２日（日） 

● 梵珠山雪下ろしツアー 

            ２月９日（日） 

● 梵珠山アニマルトラッキング 

            ３月２日（日） 

● 硬雪トレッキング（梵珠山～釈迦堂山～鐘撞堂山） 

              ３月９日（日） 

葉を広げきったクジャクシダ まだ若い 

（2013 年 5 月 31 日） 

青森県立自然ふれあいセンター機関誌 

第１３１号 

春の訪れ告げる・・・ コハクチョウ 

□ 行事レポート □ 

● 新春梵珠山登山② 

           1 月 12 日（日） 

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

天 ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☂ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☀ ☁ ☂ ☀ ☂ ☁ ☀ ☀ ☀ ☀ ☂ ☀ ☀ ☀ ☀ ☂
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シ

ュ

ン

ラ

ン

・

ユ

キ

ザ

サ

・

ヒ

ト

リ

シ

ズ

カ

チ

ゴ

ユ

リ

・

キ

ビ

タ

キ

・

ヤ

ブ

サ

メ

ﾂ

ﾙ

ｼ

ｷ

ﾐ

・

セ

ン

ダ

イ

ム

シ

ク

イ

キ

タ

コ

ブ

シ

・

カ

ワ

ラ

ヒ

ワ

シ

ラ

ネ

ア

オ

イ

・

キ

ク

ガ

シ

ラ

コ

ウ

モ

リ

オ

オ

カ

メ

ノ

キ

・

オ

オ

ル

リ

・

シ

ー

タ

テ

ハ

オ

オ

バ

ク

ロ

モ

ジ

・

カ

ナ

ヘ

ビ

・

シ

マ

ヘ

ビ

カ

ケ

ス

・

ア

ズ

マ

ヒ

キ

ガ

エ

ル

マ

ヒ

ワ

・

カ

ケ

ス

・

ア

オ

ゲ

ラ

ヒ

ョ
ウ

ノ

セ

ン

カ

タ

バ

ミ

・

オ

オ

ル

リ

ハ

ウ

チ

ワ

カ

エ

デ

・

カ

モ

シ

カ

サ

ン

カ

ヨ

ウ

・

ヤ

ブ

サ

メ

・
テ

ン

カ

ワ

ラ

ヒ

ワ

・

ス

ギ

タ

ニ

ル

リ

シ

ジ

ミ

オ

オ

バ

キ

ス

ミ

レ

・

ネ

コ

ノ

メ

ソ

ウ

ク

マ

タ

カ

・

ヨ

タ

カ

・

ク

ロ

サ

ン

シ

ョ

ウ

ウ

オ

ム

ラ

サ

キ

ヤ

シ

オ

ツ

ツ

ジ

・

ヒ

ヨ

ド

リ

ノ

ス

リ

・

マ

ヒ

ワ

・

ホ

オ

ジ

ロ

・

モ

ズ

イ

ワ

ナ

シ

・

カ

シ

ラ

ダ

カ

・

ア

ナ

グ

マ

ス

ミ

レ

サ

イ

シ

ン

・

コ

ゲ

ラ

・

カ

モ

シ

カ

ア

ラ

ゲ

ヒ

ョ
ウ

タ

ン

ボ

ク

・

タ

ヌ

キ

エ

ン

レ

イ

ソ

ウ

・

ウ

グ

イ

ス

・

カ

モ

シ

カ

ブ

ナ

・

カ

タ

ク

リ

・

カ

ケ

ス

・

カ

ル

ガ

モ

観

察

で

き

た

も

の

ミ

ソ

サ

ザ

イ

・

ア

ナ

グ

マ

・

ノ

ウ

サ

ギ

キ

ク

ザ

キ

イ

チ

リ

ン

ソ

ウ

・

マ

ガ

ン

マ

ル

バ

マ

ン

サ

ク

・

ヒ

オ

ド

シ

チ

ョ
ウ

ノ

ウ

サ

ギ

・

ヤ

マ

ア

カ

ガ

エ

ル

カ

タ

ク

リ

・

キ

セ

キ

レ

イ

・

リ

ス

ミ

ズ

バ

シ

ョ
ウ

・

キ

ビ

タ

キ

・

キ

ツ

ネ

ホ

オ

ジ

ロ

・

キ

ジ

バ

ト

・

リ

ス

フ

ク

ジ

ュ
ソ

ウ

・

サ

ル

・

ル

リ

タ

テ

ハ

http://www.bonjyu-furesen.info/
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(３) 令和７年３月３１日                 梵珠だより                      第１３１号 

ラン科の植物は春から夏にかけて圧倒的に多

い。秋の気配が感じられる頃に咲くランは珍し

いのではないか。それがアケボノシュスランで

ある。 

 和名がいい。花の色が早朝（曙）の空の色を

思わせ、葉の様子が織物の一種で光沢のある繻

子にたとえたものである。 

 おもに落葉樹林下にはえる高さ 10 ㎝ほどの

地生ラン。北海道から九州に分布する。茎は細

く基部が地表をはって節から根を出し上部が立

ち上がる。葉は４～５枚が互生し、長さ２～４

㎝幅１～２㎝、楕円形でヘリには波状のしわが

ある。花期は９～10 月。花序は直立し茎の上

部に微紅色の花を３～7 個やや偏ってつける。

花は径１㎝ほど。 

 アケボノシュスランは湿り気のある樹林下で

群生することが多いが、今年はどうしたものか

大群生に息を呑んでしまった。なんと 100 株

以上の最盛期だったのである。 

 アケボノシュスランはシュスランの仲間で、

ほかにツユクサシュスラン・シュスラン・ベニ

シュスラン・ハチジョウシュスラン・シマシュ

スランなどある。数十年前、十二湖周辺でベニ

シュスランを観察できたという情報があったこ

とを思い出した。ベニシュスランについて新青

森県植物目録にランクＡ：分布域が点状である

が、その場所での個体数は割合多い稀産種とあ

る。 

 果実までは継続観察できないが、ネットワー

ク梵珠 2024.9.15 の表紙に新岡美樹子さんの

細密画にアケボノシュスランの花の拡大（横

顔・正面）果実・種子の拡大が掲載されている

ので是非参考にしてください。新岡さんの細密

画はいつも楽しみにしているのです。 

 

  

 ヤママユは、夜行性で黄土色をした、本州にいるガ

の中では最大で、広葉樹林に生息している。日本在来

の代表的な野蚕で（天蚕）とも言う。クスサンに似る

が、翅に沿って直線的な線があることで区別できる。 

 年に一度の発生で卵で越冬し、5 月頃に孵化した幼

虫はブナ科植物等を食べて育つ。終齢になると体の周

りに糸を出し、葉を引き寄せて蛹になるための繭を作

る。繭は薄いクリーム色の楕円形をしていて、一部の

地域ではこの繭から天然の糸を採る。この天然糸から

織った天然布は淡い緑色をしていて美しいが、飼育が

難しいこともあって非常に高価である。 

成虫は梵珠では 9 月上旬にセンター前に飛んできた

２頭のオスがいたが、殆ど飛べない様子で翅をバタバ

タさせていた。成虫は口が退化して何も食べず 5 日程

しか生きられず、その間に交尾・産卵をする。メスの

お腹には卵がいっぱい詰まっていて太くなっている。

また、触角はオスは羽毛状、メスは糸状である。夜行

性であるヤママユガ科のメスは、オスを引き寄せるフ

ェロモンを出してオスを呼ぶ。オスはこのフェロ

モンを触角で感知してメスに近づくため大きくな

っているようだ。 

以前メスのクスサンを入れた飼育箱に、いつの

間にかオスが来て飼育箱の前でバタバタ飛んでい

たことがあった。何処から飛んできたかはわから

ないが、かなり遠くからフェロモンに引き寄せら

れてきたようだ。後日メスは産卵したが、もちろ

ん未受精卵で孵化することはなかった。これはク

スサンであるが、ヤママユも同じヤママユガ科で

あることから、同じような行動をとるのではない

かと思われる。 

晩秋や早春に雑木林を歩いていると、薄いクリ

ーム色をしたヤママユの繭が小枝等に付いている

のが見つかるかも知れない。成虫が羽化した後の

空の繭であるが。 

 

  

● ヤママユ（ヤママユガ科）鳴海 冨美子（津軽昆虫同好会） ● アケボノシュスラン［曙繻子蘭］ラン科    長尾 キヨ（津軽植物の会） 

 

まゆ 成虫 アケボノシュスラン アケボノシュスラン 

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
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